
2011年 (平成23年)9月 29日 (木) 13版  
―

1 14

装う Fashion
ashiomainlchi.co.」 0

東
京
都
内
の
会
社
員
の
女

性
（
２９
）
は
７
月
下
旬
、
初
め

て
、
自
分
の
ま

つ
げ

一
本

一

本
に
接
着
剤
で
人
工
毛
を
付

け
る

「ま
つ
げ

エ
ク
ス
テ
ン

シ

ョ
ン

（
エ
ク
ス
テ
）
」
を

体
験
し
た
。

「高
校
３
年
か

ら
『
マ
ス
カ
ラ
命
』
で
し
た
。

自
分
の
中
の
美
人
像
は
目
が

大
き
い
人
。
ア
イ
メ
ー
ク
を

す
る
と

『
お
化
粧
し
た
、
さ

あ
頑
張
ろ
う
』

っ
て
ス
イ

ッ

チ
が
入
る
ん
で
す
」
と
話
す
。

エ
ク
ス
テ
は
、
昨
年
か
ら

周
囲

で
始

め

た
人

が
増

え

て
、

一
度
挑
戦
し
て
み
た
か

っ
た
と
い
う
０

エ
ク
ス
テ
を

し
た
ら
目
元
が
パ

ッ
チ
リ
と

な
り
、
う
れ
し
く
て
鏡
を
見

る
回
数
が
増
え
た
。
長
年
手

放
せ
な
か

っ
た
マ
ス
カ
ラ
は

使
わ
な
く
な
り
、
メ
ー
ク
時

間
は
５
分
短
縮
し
た
。

＊

目
元
を
強
調
す
る
メ
ー
ク

は
９０
年
代
後
半
、
歌
手
の
安

室
奈
美
恵
さ
ん
ら
の
影
響
で

女
子
高
生
を
中
心
に
急
速
に

６０
種
類
の
つ
け
ま
つ
げ
を
も
つ
プ
ラ
ン
ド
も
。

「
最
近

は
普
段
遣
い
で
き
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
系
が
人
気
」
と
い
う

＝
伊
勢
丹
新
宿
店
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
フ
オ
ー
エ
バ
ー
で

広
ま

っ
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、

マ
ス
カ
ラ
、
ア
イ
ラ
イ
ナ
ー

な
ど
を
使

っ
た
ア
イ
メ
ト
ク

重
視
の
時
代
が
続
き
、
こ
こ

数
年
は
、
つ
け
ま
つ
げ
や
エ

ク
ス
テ
の
利
用
者
が
増
え
て

い
る
。

日
本
初
の
つ
け
ま

つ
げ
は

１
９
４
７
年
、
ア
イ
メ
ー
ク

用
品
を
製
造
す
る

「
コ
ー
ジ

ー
本
舗
六
東
京
都
台
東
区
）

が
作

っ
た
。

６０
年
代
末
～
７０

年
代
に

一
時
、
プ
ー
ム
に
な

っ
た
後
は
低
迷
し
た
が
、

０６

年
に
初
心
者
に
も
使
い
や
す

い

「
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｏ
ス
タ
イ

ル
ア
イ
ラ

ッ
シ

ュ
」
を
発
売

し
て
か
ら
再
び
人
気
に
。
「４０

代
の
利
用
も
増
え
た
」
と
い

一つ
。ド

ラ

ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
で

化
粧
品
を
発
売
す
る

「
エ
リ

ザ
ベ
ス
」

（千
代
田
区
）
の

商
品
本
部
、
鈴
木
貴
功
男
さ

ん
は

「
つ
け
ま

つ
げ
を
つ
け

て
通
勤
す
る
女
性
も
増
え
て

き
た
」
と
話
す
。

つ
け
ま
つ
げ
の
人
気
上
昇

と
同
時
に
、
エ
ク
ス
テ
業
界

も
拡
大
。
日
本
ま
つ
げ

エ
ク

ス
テ
ン
シ

ョ
ン
協
会
の
加
盟

社
は
０８
年
は
３０
社
だ

っ
た
が

今
年
は
約
４
０
０
社
。
エ
ク

ス
テ
サ
ロ
ン
の
フ
ォ
ー
ラ
ル

表
参
道
店

（港
区
）
に
は
、

３０
代
後
半
～
５０
代
の
女
性
が

多
く
訪
れ
て
い
る
と
い
う
。

チ
ー
フ
の
鈴
木
理
江
さ
ん
は

「年
を
重
ね
る
と
、
ま

つ
げ
が

減

つ
て
ま
ぶ
た
も
下
が
り
、

老
眼
な
ど
で
目
元
の
化
粧
も

し
に
く
く
な
る
。
エ
ク
ス
テ

で
ま
つ
げ
の
存
在
感
が
出
る

と
喜
ば
れ
ま
す
」
と
話
す
。

＊

今
の
日
本
の
女
性
が
目
元

重
視
の
メ
ー
ク
を
好
む
背
景

に
は
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

ポ
ー
ラ
文
化
研
究
所

（
品

川
区
）
の
富
澤
洋
子
さ
ん
は

「江
戸
時
代
の
美
容
書
で
は
、

『
目
八
分
』
と
い

っ
て
伏
し

目
が
ち
な
細
い
目
が
よ
い
と

さ
れ
て
い
た
。
パ

ッ
チ
リ
し

た
目
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
欧
米
文
化
が
入

っ
て
き
た
明
治
時
代
以
降
で

は
」
と
話
す
。

同
研
究
所
が
９‐
～
０３
年
に

３
年
こ
と
に
実
施
し
た
調
査

に
よ
る
と
、

「自
分
の
顔
の

好
き
な
と
こ
ろ
」
で
は
５
割

強
が

「目
」
と
答
え
、
常
に

ト

ッ
プ
だ

っ
た
。
同
研
究
所

の
川
上
博
子
さ
ん
は

「現
代

で
は
芸
能
人
ら
多
様
な
ト
レ

ン
ド
セ
ッ
タ
ー

（流
行
を

つ

く
る
人
）
の
ア
イ
メ
ー
ク
が

メ
デ

ィ
ア
か
ら
簡
単
に
と
ら

え
ら
れ
る
。
手
ご
ろ
な
値
段

で
買
え
る
商
品
も
増
え
、
気

軽
に
自
分
の
好
き
な

『
目
』

を

つ
く
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

こ
と
も
大
き
い
」
と
も
話
す
。

甲
南
女
子
大
の
米
澤
泉
准

教
授
（化
粧
文
化
論
）
は

「メ

ー
ク
の
目
的
が
、
世
間
に
向

け
て
の
身
だ
し
な
み
や
男
性

に
気
に
入
ら
れ
る
た
め
で
は

な
く
、
な
り
た
い
自
分
に
な

る
た
め

へ
と
変
わ

っ
た
」
と

指
摘
す
る
。

「自
分
が
満
足

し
、
気
分
が
高
揚
す
る
メ
ー

ク
」
を
目
指
す
傾
向
は
、

９０

年
代
の
「ヤ
マ
ン
バ
メ
ー
ク
」

な
ど
で
話
題
に
な

っ
た

「
コ

ギ

ャ
ル
」
世
代
に
は

っ
き
り

と
表
れ
た
。
「彼
女
た
ち
は
、

プ
リ
ク
ラ
や
写
真
メ
ー
ル
な

ど
で
自
分
の
顔
を
撮
影
す
る

こ
と
が
多
ぐ
、
写
真
で
は
目

が
大
き
い
と
映
え
る
こ
と
も

影
響
し
て
い
る
」
と
話
す
。

一
方
、
今
は
女
性
の
化
粧

が
二
極
化
し
、
興
味
が
な
い

人
は
化
粧
を
ほ
と
ん
ど
し
な

い
と
い
う
。
「自
分
が
納
得
す

る
顔
で
い
る
こ
と
が
大
事
な

ん
で
す
。
子
ど
も
を
産
ん
で

母
親
に
な

っ
た
か
ら
と
い

っ

て
、
落
ち
着
い
た
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
や
メ
ー
ク
に
こ
だ
わ
ら

な
く
な

っ
た
。
女
性
は
自
分

が
主
役
で
、
自
分
が
輝
く
人

生
を
求
め
て
い
る
の
で
す
」

【榊
真
理
子
、
写
真
も
】

目
元
重
視
の
メ
ー
ク
が
人
気
で
す
。

|ジアでも注 目

イメークは、アジア各国で
ているもコージー本舗は製
アイメーク商品のうち約 2

ており、昨年の海外での売

準前の 5倍に上る。

ヒ粧品 (東京都中央区)は
120代 向けイヒ粧品ブランド

1をアジア9カ国。地域で

るが、特に好調なのはアイ

湾では、リキツドやジエ

く、はつきり描ける商品

は筆先が3本に分かれ、
を埋めて、しつかり描け

ている。

まつげ」のキヤツチコピ

マスカラ「デジヤヴユ

ィッグ エクストラロン

るイミユ (同)は00年代

アを中心に輸出を開始。

のものが人気なので、あ

ジは日本語で出してい

)は、中国で、イヒ粧品専

ン ド「ウララ」を展開し

リアイメークの注目度は

当の鈴木亮子さんは「中

フアッション誌やロコミ

語版がよく見られてい

ドーもプラウンやゴール

と同様の色味が売れてい

手軽に
「パッチリ」気分上げ

つ
け
ま
つ
げ
、
エ
ク
ス
テ

年
齢
問
わ
ず

■
値
段
も
手
ご
ろ


